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<取り組んだ課題>

介護予防が重点策となる中で、一般高齢者、並び認
定結果が非該当の方々の予防(一次予防)を推進し、
地域一般高齢者の健康増進を促進すると共に、元気
な高齢者同志で相互に支援していかれる、地域ネッ
トワークの形成に向けても働きかける。本事業は、
町田市の地域介護予防教室の一端として実施する。

<具体的な取り組み>
0地域づくりに熱心な、介護予防のファシリテータ
ーと連携し、一般高齢者向け体操教室を地域で立
ち上げることを企画し、法人の在宅部門で検討し
^0

0ファシリテーターの提案内容を通所事業所が中心
となって検討し、さらに地域包括支援センター保
健師の助言を得て立ち上げる。

0地域包括支援センターや通所事業所が主に担って
いる、地域の中央にある当法人の地域交流スペー
スにおいて、サテライト型の地域支援事業を予定
し、地域ケア会議などで広報活動を行う。
(口頭、パンフ、ボスター等)

0通所事業所に、体操教室専任の非常勤看護師を1
名雇い、地域包括支援センターの保健師が指導養
成する。

0詳細な活動方法を決定し、担当する職員とインス
トラクターに周知する。

0利用者の申し込み窓口は、ファシリテーターが担
、、健康アドバイスは保健師が実施。必要に応じ

てかかりつけ医との連携や、介護予防につなげた
り、細やかな対応を心がける。

0健康増進、介護予防の心身ケアに努めながら、さ

りげなく参加者の二ーズを把握し、かかりつけ医
を含む地域閲係機関と連携して早期対応に心が
け、閉じこもり予防の一役も担う。

社会福祉法人福音会は、昭和58年4月に町田市において、特養、軽費、通所事業所と)
て開設。その後、在宅介護支援センター、ヘルパーステーションなど、在宅介護を拡充し、
さらに、文京、練馬にも、特養、通所、在宅介護支援センター、ヘルパー、グループホー
ムの拡充を図る。現在は各エリアにおいて地域包括センターを担い、トータルケアをめざ
す。
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<活動の成果と評価>

・週2回、午前プログラムに延べ閃0人参加

・見学のみ途中退会(体調悪化)

・ずっと継続

・一人暮らし老人のみ世帯

・2世帯

グループ内での
相互援助がで
きてきた

0友達になれた。明るく自分自身が前向きになれた等

の利用者の声。

06ケ月目に効果判定を実施、モチベーションをア・、

プすることができた。

0心身の向上を図り、活動的になって卒業生がボラン

ティア活動を各々(6人)で開始。

14 人

松]

<今後の課題>

0参加者自身の中から運営委員がでてきて、自主グル

ープへの育成をはかりたい。しかし68~94才グ

ループでは体調変化もあるので将来的にも保健医

療福祉の専門スタッフの関わりの継続が望ましい。

0今後活動を拡大した場合の人数の変化、また、・新し

いグループづくりが課題。
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アクティブ福祉in東京'07（第2回高齢者福祉研究大会/2007年9月26日）

無断転載・複製を禁じます。


